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3  坂誥秀一名誉教授に瑞宝中綬章
6  就職活動中の4年生へ
8  来年4月、立正中高の制服を一新

9  淞南サッカー部、高校総体に出場
11  ご卒業、ご入学おめでとう
12  新入生に聞きました

I NDEX

14
座
を
完
全
制
覇
し
ま
し
た
。

2
0
0
7
年
に
10
座
目
と
な
る

ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
に
挑
戦

し
た
際
は
、
雪
崩
に
巻
き
込
ま

れ
て
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。
登

山
活
動
の
再
開
が
危
ぶ
ま
れ
る

ほ
ど
の
事
故
で
し
た
が
、
竹
内

さ
ん
は
そ
の
わ
ず
か
1
年
後
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
挑
戦
を
再
開
。
昨
年

9
月
に
は
、
13
座
目
と
な
る

チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
（
8
2
0
1
m
）

を
制
覇
し
、
今
回
の
ダ
ウ
ラ
ギ

リ
を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

5
月
26
日
午
後
5
時
30
分

（
日
本
時
間
同
日
午
後
8
時
45

分
）
こ
ろ
、
本
学
O
B
で
プ
ロ

ク
ラ
イ
マ
ー
の
竹
内
洋
岳
さ
ん

（
1
9
9
8
年
仏
教
学
部
卒
）が
、

世
界
第
7
位
の
高
峰
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ（
8
1
6
7
m
）

の
登
頂
に
成
功
。
日
本
人
初
と

な
る
8
0
0
0
m
峰
全
14
座
の

完
全
登
頂
と
い
う
偉
業
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
本
学
在
学
中

の
1
9
9
5
年
、
マ
カ
ル
ー

（
8
4
6
3
m
）
の
登
頂
に
成

功
。
そ
れ
か
ら
17
年
か
け
て

頂点に立つ

　開校140周年を記念して、本学ではさまざまな記念事業を展開しています。そのなかには「熊谷キャンパスの設
備の充実」や「立正大学付属立正中学校・高等学校移転後の大崎キャンパスの有効活用」など形に残るもの、あるい
は「震災被災学生に対する経済的支援基金（モラりす奨学金）の創設」など、さまざまな事業があります。今年1年間
に行われる講演会や企画展、学会などのイベントを紹介します。

式典 国際シンポジウム「いま、日本を考える」 10月13日（土）

講　座
講演会

社会学会特別講演会「時代の風音に耳をすませば…」 7月7日（土）

講座「“いつまでも若く”－介護予防運動－」 5月19日（土）～7月11日（水）

仏教学部仏教文化講座 実施済 6月1日（金）

 学生イベント
ス ポ ー ツ

「児童文化研究部 創部100周年記念」 10月13日（土）

「第58回全日本仏教系大学剣道大会」
「第44回全日本仏教系大学女子剣道大会」 8月25日（土）

「硬式野球部海外交流試合」 8月3日（金）～8月10日（金）

企画展
「田中啓爾文庫特別展」 2013年2月中旬〜３月中旬

「今昔蔵書展」 4月2日（月）～（全8回）

「第16代学長 石橋湛山展」 10月1日（月）～10月31日（水）

コンサート 飯高壇林コンサート（開催協賛） 10月7日（日）

学会

「国際法華経学会」 10月15日（月）・16日（火）

「日本金融学会2012年度春季大会」 実施済 5月19日（土）・20日（日）

「富士学会」 11月17日（土）

「日本第四紀学会2012大会」 8月20日（月）～23日（木）

「国際異文化学会」 11月10日（土）

「第107回日本小児科精神神経学会」 実施済 6月16日（土）・17日（日）

「日本社会福祉教育学会第8会全国大会」 8月25日（土）・26日（日）

その他 「140×140プロジェクトで絆づくり」 12月（予定）

大
学
・
入
試
・
学
部
が
わ
か
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
こ
う
！

詳
細
は
6
面
へ

※詳細は立正大学公式ホームページ（http://www.ris.ac.jp/）にて随時お知らせします。

見上げると、そこにはダ
ウラギリの頂上。もう少
しに見えますが、それだ
けに気を抜けません

本
学
O
B
の
竹た

け

内う

ち

洋ひ

ろ

岳た

か

さ
ん
が
大
偉
業

日本人の誰もなしえなかった全 14 座制覇。17 年かけての偉業達成です

日
本
人
初
! 

8
0
0
0m
峰
全
14
座
制
覇
!

世界の8000m峰・全14座
①エベレスト（8848m）
②K2（8611m）
③カンチェンジュンガ（8586m）
④ローツェ（8516m）
⑤マカルー（8463m）
⑥チョー・オユー（8201m）
⑦ダウラギリ（8167m）
⑧マナスル（8163m）
⑨ナンガパルバット（8125m）
⑩アンナプルナⅠ峰（8091m）
⑪ガッシャブルムⅠ峰（8068m）
⑫ブロードピーク（8051m）
⑬ガッシャブルムⅡ峰（8035 m）
⑭シシャパンマ（8027m）
※�②⑪⑫⑬はカラコルム山脈、そのほかの
　10峰はすべてヒマラヤ山脈。

（１４ PROJECT　登山家・竹内洋岳ホームページより） （写真／中島ケンロウ）

開校140周年記念事業一覧



テ
ー
マ
に
沿
っ
て
レ
ジ
ュ
メ
を

作
成
し
て
報
告
し
ま
す
。
疑
問

点
や
意
見
が
あ
れ
ば
、
授
業
中

に
自
由
に
発
言
し
て
理
解
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
3
年
次
は
、

判
例
を
中
心
に
勉
強
し
ま
す
。

ま
た
、
法
学
部
主
催
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
大
会
に
向
け
て
発
表
の

準
備
に
も
多
く
の
時
間
を
割
き

ま
す
。
夏
休
み
に
は
合
宿
に
出

掛
け
、
発
表
に
向
け
た
準
備
を

進
め
る
予
定
で
す
。

　

ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は

明
る
く
て
和
や
か
で

す
！ 

裁
判
の
傍
聴

な
ど
に
出
掛
け
た

り
、
政
府
機
関
の
見

学
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
り
と
、
会
社
法
の

分
野
に
限
ら
ず
、
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、

学
生
主
体
の
自
由
な

活
動
が
で
き
る
の
も

出
口
ゼ
ミ
の
魅
力
の

一
つ
で
す
。

　

疑
問
や
質
問
が
あ

れ
ば
、
出
口
先
生
が

優
し
く
教
え
て
く
だ

さ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
ゼ
ミ
生

は
よ
く
研
究
室
に
お
邪
魔
し
ま

す
。
先
生
は
、
ゼ
ミ
の
食
事
会

な
ど
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
学

校
生
活
で
の
悩
み
な
ど
の
相
談

に
も
乗
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
だ
開
講
さ
れ
て
3
年
目
で
す

が
、
2
年
生
、
3
年
生
、
4
年

生
と
も
に
仲
が
良
く
、
今
後
の

発
展
が
楽
し
み
な
ゼ
ミ
で
す
。

た
。
し
か
し
、
研
究
の
過
程
で
、

事
典
類
や
博
物
館
の
カ
タ
ロ
グ

等
に
原
稿
を
書
い
た
り
、
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
歴

史
学
や
美
術
史
・
建
築
史
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
と

知
見
を
得
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

中
世
・
近
世
の
武
士
な
ど
も
研

究
の
重
要
な
部
分
を
占
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
究
と
い
う
も
の
は
、
当
事

者
の
精
進
を
前
提
と
し
て
、
他

者
・
他
分
野
と
の
出
会
い
に
よ
っ

て
視
野
の
広
が
り
と
考
察
の
深

さ
を
得
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
わ
た
し
は
と

て
も
幸
運
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
の
研
究
で
は
文
献
史
料
と
絵

画
を
比
較
検
討
し
ま
す
。
モ
ノ

や
儀
式
な
ど
の
実
際
を
文
字
だ

け
で
理
解
す
る
の
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
が
絵
巻
物
や
肖
像

画
な
ど
で
す
。
作
家
の
表
現
力

や
被
写
体
と
そ
の
作
画
の
意
図

を
考
え
つ
つ
画
面
を
「
読
み
解
」

き
ま
す
。こ
の
こ
と
が
役
に
立
っ

て
い
る
の
が
、
現
在
、、
儀
式
儀

礼
考
証
の
担
当
と
し
て
参
加
し

て
い
る
、
N
H
K
の
大
河
ド
ラ

マ
『
平
清
盛
』
で
す
。

　

ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
平

安
時
代
末
期
は
、
朝
廷
、
貴
族
、

院
の
三
つ
ど
も
え
の
政
権
争
い

に
武
士
が
加
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
ド
ラ
マ
の
展
開
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
服

や
道
具
、
儀
式
儀
礼
の
シ
ー
ン

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
描
か

れ
ま
す
。
当
時
の
細
か
な
有
職

故
実
の
決
ま
り
事
が
、
正
確
も

し
く
は
現
実
感
を
持
っ
て
演
出

さ
れ
な
い
と
、
ド
ラ
マ
が
絵
空

事
で
説
得
力
な
く
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
が
、
今
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
知
識
を
生
か
せ
る

仕
事
で
あ
り
、
今
の
自
分
を
育

て
て
く
れ
た
世
の
中
へ
の
恩
返

し
の
意
味
も
あ
り
、
お
引
き
受

け
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
や
俳

優
さ
ん
た
ち
に
も
苦
労
を
強
い

て
し
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、

み
ん
な
で
工
夫
し
、
当
時
の
雰

囲
気
を
随
分
と
再
現
で
き
つ
つ

あ
る
と
思
い
ま
す
。
誰
も
気
が

付
か
な
い
よ
う
な
、
テ
レ
ビ
・

映
画
初
の
細
か
い
考
証
の
成
果

も
数
多
く
散
り
ば
め
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で

な
り
ま
せ
ん
。

裁判の傍聴や政府機関の見学など
会社法の分野に限らず、幅広く活動

山本爽太（3年）埼玉県立白岡高等学校出身

　

わ
た
し
は
日
本
史
の
な
か
で

も
「
有
職
故
実
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
分
野
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

有
職
故
実
は
、
朝
廷
貴
族
社

会
に
お
い
て
公
私
の
生
活
を
滞

り
な
く
行
う
た
め
の
、
服
や
持

ち
物
か
ら
儀
式
の
内
容
、
文
書

の
書
き
方
に
ま
で
及
ぶ
実
学
で

す
。わ
た
し
自
身
は
、服
と
服
装
、

乗
り
物
、
こ
れ
ら
の
使
用
の
場

で
あ
る
儀
式
・
儀
礼
を
研
究
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
こ
に
は
政
治
や
制
度
、
社
会

や
身
分
の
あ
り
よ
う
な
ど
が
目

に
見
え
る
形
で
反
映
し
て
く
る

か
ら
な
の
で
す
。

　

研
究
を
始
め
た
当
初
は
平
安

時
代
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
し

目
に
見
え
な
い「
会
社
」を

法
的
に
検
討
す
る

　

唐
突
で
す
が
、皆
さ
ん
は「
会

社
」
と
は
何
か
説
明
で
き
ま

す
か
？ 

皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
の
は
、「
○
○
株
式
会
社
」

な
ど
会
社
の
名
前
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
実
は
、わ
た
し
も
、

入
学
し
た
当
初
は
、
会
社
と
い

う
も
の
は
、
名
前
が
あ
り
、
建

物
が
あ
り
、
働
く
人
が
い
る
と

い
う
大
雑
把
な
イ
メ
ー
ジ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

こ
の
出
口
ゼ
ミ
で
「
会
社
法
」

に
触
れ
て
み
る
と
、「
会
社
」

と
い
う
も
の
を
根
本
か
ら
説
明

す
る
こ
と
は
相
当
難
解
だ
と
い

う
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
「
会
社
」
を
実
際

に
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
法
律
の
世
界
に
は
、
わ
た

し
た
ち
の
よ
う
な
、
肉
体
を

持
っ
た
「
自
然
人
」
の
ほ
か
に
、

「
法
人
」
と
呼
ば
れ
る
概
念
が

存
在
し
ま
す
。
法
人
は
、
わ
れ

わ
れ
自
然
人
と
同
じ
よ
う
に
権

利
を
持
ち
、
義
務
を
負
っ
て
い

ま
す
。
会
社
も
法
人
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、会
社
も
、

わ
た
し
た
ち
の
頭
の
中
だ
け
に

存
在
す
る
一
つ
の
概
念
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
あ
、
い
き
な
り
こ
う
説
明

さ
れ
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

よ
ね
。
と
も
か
く
、
出
口
ゼ
ミ

で
は
、
目
で
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、
触
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い

会
社
と
い
う
も
の
を
法
的
に
検

討
し
て
い
ま
す
。そ
の
対
象
は
、

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
不
祥

事
に
対
す
る
企
業
の
対
応
や
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
す
る
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

学
生
主
体
の

自
由
な
活
動
が
で
き
る

　

出
口
ゼ
ミ
で
は
2
年
次
か

ら
、
先
生
と
上
級
生
の
指
導
の

下
、
会
社
法
の
基
礎
を
学
生
全

員
で
勉
強
し
ま
す
。
会
社
法
は

特
に
専
門
的
な
用
語
が
多
い
の

で
、
一
つ
ひ
と
つ
正
確
に
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ゼ
ミ

で
は
、
毎
回
割
り
当
て
ら
れ
た

「研究は、本人の精進と人との出会いによって広がり、深くなりま
す」と話す佐多先生

た
く
さ
ん
の
研
究
者
と
知
見
を
得
て

中
世
・
近
世
の
武
士
も
研
究
分
野
に

NHK にて。『平清盛』の収録に当たっ
ては、役者さんの服装や所作、大道具
にまで目を光らせます

疑問点や意見は自由に発言。授業中は笑いが絶えません

食事会などにも参加し、学生生活での悩みなどの相談にも乗っ
てくださる出口先生

べ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り

伝
え
、
他
人
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
、
視
野
を
広
げ
、
よ
り
柔
軟

な
思
考
と
多
様
な
価
値
観
を
育

て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
わ
た

大
河
ド
ラ
マ『
平
清
盛
』に
も

儀
式
儀
礼
考
証
の
担
当
と
し
て
参
加

　

大
学
で
は
古
代
史
・
有
職
故

実
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ

で
は
歴
史
の
専
門
的
な
知
識
は

も
と
よ
り
、
学
生
た
ち
の
将
来

に
役
立
て
ば
と
思
い
、
学
生
の

研
究
発
表
の
機
会
を
多
く
設

け
、
相
互
に
質
問
や
感
想
を
述

比較的小規模なゼミということもあって、ゼミ生全員仲が良くアットホームな雰囲気です

ゼミでは、研究発表の機会を多く設け、相互に質問
や感想を述べることに力を入れています

服
や
乗
り
物
、儀
式
・
儀
礼
か
ら

当
時
の
政
治
や
社
会
の
姿
が
見
え
て
く
る

研
究
紹
介
｜
文
学
部
史
学
科
准
教
授  

佐
多
芳
彦

ゼ
ミ
自
慢
｜
法
学
部
法
学
科
専
任
講
師 

出
口
哲
也
ゼ
ミ
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
支
援
す
る
た
め
に
、
経
営
学

部
の
浦
野
寛
子
ゼ
ミ
で
学
ぶ
18

人
の
学
生
が
「
が
ん
ば
ろ
う
! 

日
本
」
を
合
言
葉
に
、
震
災
直

後
か
ら
大
丸
東
京
店
と
連
携
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
大
丸
東
京
店

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
と
協
力

し
て
商
品
開
発
（
企
画
・
デ
ザ

イ
ン
）
に
も
携
わ
り
、
東
北
地

方
の
復
興
を
支
援
す
る
非
常
食

　

現
在
、
大
崎
に
あ
る
立

正
大
学
付
属
立
正
中
学
・

高
等
学
校
馬
込
キ
ャ
ン
パ

ス
の
上
棟
式
が
、
3
月
12

日
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
場
所
は
、
都
営

浅
草
線
「
西
馬
込
駅
」
よ

り
徒
歩
５
分
の
大
田
区
西

馬
込
。
現
在
の
中
学
・
高

等
学
校
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

の
約
3
倍
と
い
う
広
大
な

敷
地
に
、
教
育
の
未
来
を

描
い
た
「
杜
の
学
び
舎
」

が
2
0
1
3
年
4
月
に
開

校
し
ま
す
。
竣
工
ま
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

用
の
パ
ン
の
缶
詰
を
製
作
。
3

月
2
日
か
ら
3
日
間
、
大
丸
東

京
店
の
店
頭
で
接
客
販
売
を
し
、

売
り
上
げ
の
一
部
を
被
災
地
に

寄
付
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
か
ら
商
品
開
発
、

宣
伝
広
告
、
そ
し
て
店
頭
で
の

接
客
販
売
ま
で
、
主
体
的
に
参

加
し
た
学
生
た
ち
は
、
一
つ
の

企
画
を
実
行
に
移
す
こ
と
の
大

変
さ
を
学
ぶ
一
方
、
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
浦
野
ゼ
ミ
に
つ
い
て

は
4
月
発
行
の
本
紙

１
１
７
号
「
ゼ
ミ
自

慢
」
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

共
通
し
て
い
る
原
因
の
一
つ

が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
低
下
・
欠
如
）」
で
は
な

い
か
、
と
い
う
考
え
に
至
り
、

こ
の
日
の
来
校
と
な
り
ま
し

た
。

　

応
対
し
た
髙
橋
先
生
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？
」

と
い
う
初
歩
的
な
も
の
か
ら
、

生
徒
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
説

明
。
講
義
終
了
後
、
3
人
は
大

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し
、
大

学
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
中
の
新
潟
市
立
白

新
中
学
校
の
女
子
生
徒
3
人
が

本
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

校
。
総
合
学
習
の
時
間
で
調
べ

て
き
た
内
容
に
つ
い
て
、
本
学

心
理
学
部
の
髙
橋
尚
也
専
任
講

師
か
ら
話
を
聞
く
た
め
で
す
。

　

3
人
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
世

界
の
子
ど
も
た
ち
の
人
権
」。

そ
れ
ぞ
れ
「
児
童
虐
待
に
よ

る
子
ど
も
の
人
権
侵
害
」「
一

人
親
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
が

不
利
益
を
被
る
こ
と
」「
い
じ

め
に
よ
る
人
権
侵
害
」
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調

査
・
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
度
春
の
叙
勲
に

お
い
て
、
本
学
の
坂
誥
秀
一
名

誉
教
授
が
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　

考
古
学
研
究
の
専
門
家
で
あ

る
坂
誥
名
誉
教
授
は
、
立
正
大

学
が
実
施
し
た
釈
迦
出
家
の
カ

ピ
ラ
城
跡
（
ネ
パ
ー
ル
）
の
発

掘
（
1
9
6
7
～
7
7
）
を
担

当
。
他
方
、
古
代
の
国
分
寺
な

ど
の
寺
院
・
国
府
・
窯
業
遺
跡

な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
文
部
省
（
当
時
）

の
学
術
審
議
会
専
門
委
員
に
就

任
す
る
一
方
、
東
京
都
で
は
、

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・
環

境
影
響
評
価
審
議
会
委
員
と
し

て
活
躍
し
、「
東
京
都
文
化
功

労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
文
化
庁
、
国
立

博
物
館
な
ど
所
蔵
品
買
取
協
議

員
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
各

地
の
文
化
財
保
護
行
政
に
積
極

的
に
関
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
岩
手
、
栃
木
、
山
梨
、
愛

知
な
ど
全
国
各
地
の
遺
跡
調
査

の
指
導
委
員
と
し
て
も
貢
献
さ

れ
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
「
地

域
文
化
功
労
者
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
受
章

は
、
こ
う
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
・
研
究

活
動
の
実
績
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
第
10
回

「
環
境
・
設
備
デ
ザ
イ
ン
賞
」（
主

催
：
一
般
社
団
法
人
建
築
設
備

綜
合
協
会
）
の
環
境
デ
ザ
イ
ン

部
門
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整
備

で
は
、「
2
0
1
1
年
度
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」（
G
マ
ー
ク
）

に
続
く
受
賞
で
す
。
ま
た
、「
作

品
選
集
2
0
1
2
」（
日
本
建

築
学
会
）
に
お
い
て
も
、
多
数

の
応
募
の
な
か
か
ら
審
議
を
経

て
、
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

共同開発したパンの缶
詰を店頭販売。 缶詰
のラベルには「モラり
す」も描かれています

大自然のなかで川遊びに農業体験。
子どもたちのサポートも大事な仕事です

髙橋先生の特別講義を熱心に聴く3 人。疑問は解決し
たでしょうか

坂誥秀一名誉教授は、区
立品川歴史館の館長として
地域文化の振興にも貢献さ
れました

　この状況を打破するため、昨年4月、南会津町
風評被害対策実行委員会を立ち上げ、ほぼ毎週末、
わたしたちは首都圏で行われる復興イベントに参
加して当町の安全性をPRしてきました。放射線に
関する正しい情報が認識されてからは、リピーター
の呼び戻しと新たな観光誘客事業に重きをおいた
事業を組み立てています。
　特に、力を入れているのが、子どもたちにかかわ
る事業です。これまで積み上げてきた教育旅行のノ
ウハウを生かして、日常生活に不安を抱えた福島の
子どもたちが安全な環境の下で心身ともにリラック
スして過ごせるようサポートをしていきます。
　これまでマイナスの状況からなんとかゼロに戻
れるよう「がんばっぺ!! 南会津」を合言葉に風評被
害の払拭に取り組んできました。震災対応という、
これまで経験したことのない業務で試行錯誤の毎
日ですが、ここからさらに一歩を踏み出し、南会
津町から元気を発信していけるよう、地域が一丸
となって復興に取り組んでいます。今後とも温か
い応援、よろしくお願いいたします。

甚大な風評被害に悩まされる

南会津町から元気を発信します

浦
野
ゼ
ミ
と
大
丸
東
京
店
が
連
携

震
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

立
正
中
学
・
高
等
学
校

馬
込
キ
ャ
ン
パ
ス
上
棟
式
を
挙
行

東京含め各地で安全を訴えるイベント
を行っています

　南会津町は福島県の南西部に位置し、
東北の南の玄関口にあたる自然豊かな
町です。
　昨年3月11日、当町は震度5弱の揺れ
を記録しました。幸い、地震による直
接的な被害はなく、震災直後から、わ
たしたちは被災された方の受け入れや
被災地への物資支援を行ってきました。
　福島第一原発から100㎞以上離れて
いる当町では環境放射線量が0.04 ～
0.08マイクロシーベルトと低い数値と
なっており、震災前となんら変わらな
い生活を送っています。しかし、原発
事故による風評被害が発生し、観光客
数は大幅に減少しました。なかでも県
内でいちばんの受け入れ実績があった
教育旅行（農家民泊）は震災前の10分
の1にまで落ち込み、そこから派生する
地域経済への影響は計り知れません。

　昨年、3月の東日本大震災に関しては、本学でも被災地・被災者に対
してさまざまな支援活動を行っています。一方、本学の卒業生のなかに
は、現地で具体的な復興事業に携わっている人たちもいます。その1人、
福島県南会津町役場に勤務する法学部OGの佐藤亜衣さん（2007年3月卒
業）から、写真とともに以下のようなメッセージをいただきました。

蘊奥褒賞
山西哲郎

（社会福祉学部教授）

　

日
蓮
宗
か
ら
研
究
奨
励
金

と
し
て
寄
付
さ
れ
た
資
金
を
も

と
に
、
学
術
研
究
を
極
め
、
本

学
の
教
育
研
究
の
活
性
化
に
寄

与
し
た
方
や
、
研
究
成
果
の
還

元
に
よ
っ
て
本
学
の
社
会
的
評

価
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た

方
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
2
0
0
6
年
度
に
創
設
さ

れ
た
蘊
奥
賞
（
蘊
奥
本
賞
、
蘊

奥
奨
励
賞
、
蘊
奥
褒
賞
）。
本

学
の
教
員
、
元
教
員
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
2
0
1
1
年
度

は
中
尾
堯
名
誉
教
授
に
蘊
奥
本

賞
が
、
心
理
学
部
の
八
木
善
彦

専
任
講
師
に
蘊
奥
奨
励

賞
、
社
会
福
祉
学

部
の
山
西
哲
郎

教
授
に
蘊
奥
褒

賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

被災地・福島で復興に取り組むOGからのメッセージ

南会津町は元気です!
風評被害の払しょくに、温かい応援を

熊谷キャンパスが
「環境・設備デザイン賞」受賞

蘊奥本賞 中尾堯（名誉教授）

「子どもたちの人権」
について教えて!

新潟の女子中学生
3人が来校

坂
誥
秀
一名
誉
教
授
に
瑞
宝
中
綬
章

教
育
・
研
究
活
動
が
評
価
さ
れ
る

蘊奥奨励賞
八木善彦

（心理学部専任講師）

蘊う

ん

奥の

う

賞し
ょ
う

の
受
賞
者
が
決
定

おめでとうございます！
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ま
す
。

　

講
演
で
も
、
そ
の
豊
か
な
人

生
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
幅

広
く
含
蓄
の
あ
る
お
話
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
報
道
の
最
前
線

に
立
つ
者
と
し
て
、
国
家
・
政

治
の
在
り
方
を
批
判
す
る
厳
し

い
言
葉
が
あ
る
一
方
、
苦
境
に

あ
え
ぎ
な
が
ら
も
懸
命
に
生
き

る
庶
民
へ
の
温
か
い
眼
差
し
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
愛
の
奥
様
を
亡
く
さ
れ
て

一
週
間
。「
60
か
ら
女
房
と
充

実
し
た
人
生
を
送
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
…
」
と
話
す

み
の
氏
。
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

て
「
心
の
支
え
」
は
何
な
の
か
。

守
る
べ
き
、
本
当
に
大
切
な
も

の
は
何
な
の
か
。
そ
の
問
い
掛

け
は
、
満
席
の
聴
衆
一
人
ひ
と

り
の
問
題
意
識
を
引
き
起
こ
し

て
く
れ
ま
し
た
。

石
橋
湛
山
記
念
講
堂
（
大
崎
校

舎
）
に
お
い
て
「
仏
教
文
化
公

開
講
座
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
、
講
演
者

と
し
て
お
招
き
し
た
の

は
、軽
妙
な
語
り
口
で
、

お
茶
の
間
で
も
人
気

の
、
み
の
も
ん
た
（
本

名
・
御
法
川
法
男
）
氏
。

「
60
か
ら
の
人
生
」と
い

う
テ
ー
マ
で
、90
分
間
、

た
っ
ぷ
り
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

司
会
者
・キ
ャ
ス
タ
ー

と
し
て
テ
レ
ビ
で
大
活

躍
の
み
の
氏
で
す
が
、

自
身
の
個
人
事
務
所
の

社
長
を
務
め
る
な
ど
企

業
人
と
し
て
の
顔
を
持

ち
、
ま
た
菩
提
寺
の
総

代
ま
で
務
め
る
篤
信
の

日
蓮
宗
信
徒
で
も
あ
り

　

仏
教
学
部
で
は
、
1
4
0
周

年
を
記
念
し
て
、
6
月
1
日
、

　

心
理
学
部
で
は
、
今
年
度
よ

り
、
講
義
案
内
お
よ
び
授
業
時

間
割
表
に
各
専
任

教
員
の
オ
フ
ィ
ス
ア

ワ
ー
時
間
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
が

相
談
し
た
い
教
員
、

話
を
聞
き
た
い
教
員

の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を

確
認
し
、
積
極
的
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
充

実
し
た
学
生
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
心

理
学
部
教
員
一
同
、
来
訪
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
理
学
は
科
学

で
い
え
ば
野
外
科

学
の
色
彩
が
強
い

学
問
で
あ
り
、
地

球
環
境
科
学
部
の

地
理
学
科
で
も
伝

統
的
に
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
重
視

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
フィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
海
外
各

地
で
も
実
施
し
よ

う
と
企
画
し
た
の
が「
海
外
調

査
法
お
よ
び
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」
と
い
う
科
目
で
す
。
今

年
2
月
に
は
5
回
目
と
な
る
、

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
フィー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し

た
。
氷
河
地
形
・
海
岸
地
形・
火

山
地
形
の
ほ
か
、牧
羊・
畜
産・

ワ
イ
ン
生
産
・
キ
ー
ウィ
栽
培
・

観
光
産
業
・
都
市
景
観
な
ど
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
活
動

を
通
し
て
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ら
で
は
の
成
果
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ち
の
交
流
が
う
ま
く
で

き
た
と
き
の
喜
び
は
何

も
の
に
も
代
え
難
い
も

の
で
す
。
大
学
で
の
授

業
で
は
得
ら
れ
な
い
多

く
の
も
の
を
身
に
つ
け

て
く
る
の
で
す
ね
。
実

習
体
験
は
、
学
生
に

と
っ
て
は
大
き
な
喜
び

で
も
あ
り
、
試
練
で
も

あ
り
ま
す
。
人
生
に

と
っ
て
、
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
に
な
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

法
学
部
は
、国
際
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

と
い
う
方
針
か
ら
、学
生
に
よ

る
国
際
交
流
を
支
援
し
て
い
ま

す
。そ
の
一
例
と
し
て
、
海
外
留

学
（
語
学
研
修
）に
対
す
る
補
助

制
度（
奨
学
金
支
給
）が
あ
り

ま
す
。TO

E
IC
®

やT
O
E
IC 

B
ridge

®

等
で
学
部
の
基
準
点

を
ク
リ
ア
し
、
面
接
に
合
格
す

れ
ば
、留
学（
研
修
）費
用
の
全

額
、ま
た
は
半
額
が
補
助
さ
れ

ま
す
。4
月
に
は
3
名（
2

年
生
1
名
、1
年
生
2
名
）

が
全
額
補
助
、
1
名
（
1

年
生
）が
半
額
補
助
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

1
年
生
はT

O
E
IC 

B
ridge

®

を
4
月
と
9
月

に
学
内
で
全
員
受
検
す
る

の
で
、エ
ン
ト
リ
ー
は
容
易

で
す
。ま
た
、TO

E
IC
®

お

よ
びT

O
E
IC B

ridge
®

の
受
検
費
用
も
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て

海
外
で
視
野
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

経
営
学
部
で
は
毎
年
、
新
入

生
を
対
象
と
し
た
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
教
職
員
と
学

生
組
織
で
あ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
実
行
委
員
会（
通
称
ヘ

ル
パ
ー
）が
共
同
で
企
画
・
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、経
営
学

部
の
教
育
テ
ー
マ
で
あ
る「
共

創
」
を
実
践
し
た
も
の
に
な
り

ま
す
。
今
年
度
は
、

ま
ず
、
時
間
割
の
組

み
方
や
、大
学
生
と

し
て
ど
の
よ
う
な
意

識
で
勉
学
に
取
り
組

む
べ
き
か
と
いっ
た
履

修
指
導
を
行
い
ま
し

た
。そ
し
て
、全
体
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
続

い
て
、ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
懇
親
会
で
は
、卵

が
割
れ
な
い
装
置
を

グ
ル
ー
プ
で
開
発
す
る
「
卵
落

と
し
ゲ
ー
ム
」
な
ど
の
企
画
を

通
し
て
新
入
生
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。
新
入
生
は
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

友
人
が
で
き
、
充
実
し
た
大
学

生
活
に
向
け
て
良
い
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
年
、
本
学
文
学
部
と
品
川

区
と
の
共
催
で
公
開
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
、今
年
度
は『
平

家
物
語
の
世
界
』
と
題
し
て
5

回
に
わ
た
り
本
学
教
員
に
よ
る

講
演
（
講
義
）
を
行
な
い
ま
す
。

文
学
・
史
学
・
哲
学
、
そ
し
て

仏
教
学
の
各
視
点
か
ら
最
新
の

「
知
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
詳

細
は
以
下
の
と
お
り
（
演
題
は

予
定
）
で
す
。

　

社
会
福
祉
学
部
の
特
色
の
一

つ
は
充
実
し
た
実
習
で
す
。
学

生
た
ち
は
、
取
得
を
希
望
す
る

免
許
・
資
格
の
種
類
に
応
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
現
場
、

福
祉
現
場
へ
と
実
習
に
出
か
け

ま
す
。
実
習
を
終
え
る
と
、
豊

富
な
知
識
と
社
会
性
を
身
に
つ

け
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
顔
つ
き

が
変
わ
り
ま
す
。
た
く
ま
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
実
習
現
場
で

は
、
嬉
し
く
な
っ
た
り
、
悲
し

く
な
っ
た
り
、
苦
し
く
な
っ
た

り
。
し
か
し
、
相
手
と
の
気
持

　

経
済
学
部
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

授
業
を
通
し
て
、現
代
社
会
を
多

角
的
に
捉
え
る
視
点
を
養
い
ま

す
。
た
と
え
ば「
東
ア
ジ
ア
の
文

化
と
社
会
」と
い
う
講
義
で
は
、

中
国
儒
学
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、中
国
で
は「
儒
学
復
興
」

　

皆
さ
ん
は
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
と
は
、
学
生

か
ら
の
学
修
や
学
生
生
活
全
般

に
わ
た
る
相
談
に
応
じ
る
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
一
週
間

の
な
か
で
決
ま
っ
た
曜
日
と
時

間
を
設
定
し
て
、
そ
の
時
間
に

は
、
研
究
室
等
に
確
実
に
在
室

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
時
間
帯

の
こ
と
で
す
。
そ
の
時
間
帯
で

あ
れ
ば
、
事
前
の
予
約
な
ど
は

必
要
な
く
、
学
生
は
自
由
に
訪

問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
お
り
、
北
京

大
学
な
ど
で
は
、
週
末
に
社
会

人
向
け
の「
中
国
伝
統
思
想
講

座
」
が
開
か
れ
、
企
業
の
経
営
者

が
多
数
出
席
し
て
い
ま
す
。
近

代
以
降
の
中
国
に
お
い
て
、
儒

学
は
、
封
建
的
思
想
と
し
て
長

い
間
批
判
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か

し
、近
年
明
ら
か

に
再
評
価
さ
れ
、何

ら
か
の
役
目
を
負

わ
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
中
国
を
考
え
る

際
、儒
学
は
重
要

な
鍵
と
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
経

済
の
基
礎
を
し
っ

か
り
学
び
、
ま
た

さ
ま
ざ
ま
な
国
や

時
代
の
文
化
を
学

べる
の
も
、経
済
学

部
の
魅
力
で
す
。

留学先の１つであるアメリカ・メイン州ポートランドのサザンメイン大学

あれこれこれあれ

公
開
講
座『
平
家
物
語
の
世
界
』を
開
催

文学部

充
実
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

地球環境科
学部

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
活
用
し
て
、教
員
と
話
を
し
よ
う
！

心理学部

教
育
・
福
祉
現
場
で
の
実
習
体
験
は
、か
け
が
え
の
な
い「
宝
物
」

社会福祉
学部

奨
学
金
を
利
用
し
て
海
外
へ
！

法学部

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

経営学部

「卵落としゲーム」によって、短時間のうちに学生た
ちはすっかり打ち解けました

1
4
0
周
年
を
記
念
す
る「
仏
教
文
化
公
開
講
座
」

満
席
の
聴
衆
を
引
き
つ
け
た
、み
の
も
ん
た
氏
の
講
演

仏教学部
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学生は実習によってさまざまなことを学びます

重
要
さ
を
増
す「
中
国
儒
学
」を
学
ぶ

経済学部

◆�

10
月
3
日
（
水
）「
平
家
物
語
の
人

び
と

－

そ
の
真
像
」
黒
田
日
出
男

（
文
学
部
史
学
科
教
授
）

◆�

10
月
10
日
（
水
）「
平
家
物
語
を
読

む
」
山
下
正
治
（
文
学
部
文
学
科

教
授
）

◆�

10
月
17
日
（
水
）「
日
本
哲
学
の
中

世
像

－

和
辻
哲
郎
の
場
合
」
板
橋

勇
仁
（
文
学
部
哲
学
科
准
教
授
）

◆�

10
月
24
日
（
水
）「
平
家
物
語
と
中

世
仏
教
」
寺
尾
英
智
（
仏
教
学
部

宗
学
科
教
授
）

◆�

10
月
31
日
（
水
）「
平
氏
は
何
を
着

て
い
た
か

－

「
平
清
盛
」
の
時
代

考
証
」
佐
多
芳
彦
（
文
学
部
史
学

科
准
教
授
）

　
詳
し
く
は
学
内
の
ポ
ス
タ
ー
等
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
本
学
文
学
部
事

務
室
（
0
3-

3
4
9
2-

8
7
9
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
本
学
学
生
・
教
職
員
の
方
の
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

昨年は「災害」をテーマに全 5 講座を開催
会場となった石橋湛山記念講堂
は満席。豊かな人生経験に裏
打ちされた、幅広く含蓄のあるお
話に、あっという間の90分でした

予約は不要。学修や学生生活全般にわたる相談に応じます

ニュージーランドの広大なキーウィ農園にて

経済学とは無縁に思える儒学ですが、中国経済については鍵になりそうな学問です



入試センター
事務局
紹介

すべての人が経験する「入学試験」を運営する

◆趣味
　剣道、散歩

◆マイブーム
　ライブに行くこと! 先輩にB'zのライブ
へ連れて行ってもらい、雰囲気にはまっ
てしまいました。今年はMr.Childrenの
ライブにぜひ行きたいです。

◆学生時代の思い出
　3年生から所属していた研究室。先輩
や友人と、泊まり込みで作業したり、い
ろいろな場所に調査に行くなど、さまざ
まな経験をしました。

◆学生へのメッセージ
　大学4年間は、社会に出てからの大き
な糧となる貴重な時間です。いろいろ
なことを経験して、その一つひとつを
全力で楽しんでください!

ク
が
あ
っ
て
ま
ろ
や
か
で
、
学

食
の
カ
レ
ー
と
は
思
え
な
い
」

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、『
安
く
て
お
い
し
い

学
生
食
堂
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
エ
デ
ィ
ー

タ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
発
行
）
で

も
、
メ
ガ
カ
レ
ー
や
サ
ー
ロ
イ

ン
ス
テ
ー
キ
な
ど
学
食
の
メ

ニ
ュ
ー
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
下
さ
い
！

「
バ
ン
キ
シ
ャ
！
」は

入
試
セ
ン
タ
ー
を
取
材

 

一
方
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
『
週
刊

E

エ
グ
ザ
イ
ル

X
ILE

』（
4
月
30
日
、
5
月

7
日
放
送
）
で
は
、EX

ILE

の
メ
ン
バ
ー
のK

EIJI

が
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
学
生
と

交
流
す
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
撮
影
当
日
は
、K

EIJI

を
見
よ
う
と
ト
ー
ク
パ
レ
ッ
ト

に
学
生
た
ち
が
殺
到
。
学
生
た

ち
も
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
学
の
入
試
広
報
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
紹
介
し
た

日
本
テ
レ
ビ
の
『
真
相
報
道

バ
ン
キ
シ
ャ
』（
5
月
13
日
放

送
）
で
も
、
本
学
入
試
セ
ン

タ
ー
の
木
村
部
長
が
取
材
を
受

け
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

地
区
入
試
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

テ
レ
ビ
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
シ
ー
ン
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

「2Phunky

」の
動
画
コ
ー
ナ
ー

「D
ance O

n Cam
pus

」
で

は
、
本
学
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「A

ア
ラ
イ
ブ

liVe

」
が
取
材
を
受
け
、

練
習
の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
取
材
に
来
た
レ

ポ
ー
タ
ー
は
、AliVe

に
つ
い

て
「
外
部
か
ら
の
入
部
の
な
い

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
と
し
て
は

人
数
が
多
く
、
創
部
5
年
目
に

し
て
は
団
結
力
が
あ
り
、
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
も
高
い
」
と
評
価
し

て
い
ま
し
た
。

http://2phunky.com
/

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
『
リ
ア

ル
ス
コ
ー
プ
Ｚ　

新
装
開
店
！ 

み
ん
な
大
好
き
カ
レ
ー
Ｓ
Ｐ
』

（
4
月
７
日
放
送
）
で
、
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
食
の
「
メ
ガ

カ
レ
ー
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
高
級
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
と

し
て
知
ら
れ
る
銀
座
ス
エ
ヒ
ロ

が
運
営
す
る
学
食
の
名
物
で
あ

る
メ
ガ
カ
レ
ー
は
ご
飯
の
量
が

な
ん
と
１
キ
ロ
！ 

2
～
3
人

で
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
値
段
は

6
7
0
円
（
通
常
の
カ
レ
ー
は

3
0
0
円
）
と
と
て
も
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
す
。
番
組
で
は
、「
ほ

ど
よ
い
辛
さ
と
、
し
っ
か
り
煮

込
ま
れ
た
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
。
コ

学
食
の「
メ
ガ
カ
レ
ー
」

「
お
い
し
い
」と
高
評
価

　

立
正
大
学
は
い
ろ
い
ろ
な
テ

レ
ビ
番
組
や
動
画
で
取
り
上
げ

　

本
学
に
は
R
I
S
ネ
ク
タ
イ
、

R
I
S
ハ
ン
カ
チ
、
R
I
S
ポ

ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
グ
ッ
ズ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
な
か
に
新
し
い
グ
ッ
ズ

「
モ
ラ
り
す
」
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

（
5
0
0
円
）
が
加
わ
り
ま
し

た
。
購
入
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
学
内
の
中
村
屋
へ
。

☎
0
3（
3
4
9
3
）2
0
5
5

マ
・
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
・
ス
ー
ト

ラ
』
は
、
4
0
6
年
、
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う

に
よ
っ
て
『
妙
法
蓮
華
経
』

と
い
う
経
典
名
で
漢
訳
さ
れ
ま

し
た
。
北
川
先
生
は
、
そ
の
経

典
を
中
心
に
、
仏
陀
と
そ
の
教

え
の
内
容
を
、
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
仏
教
学
部
の
北
川
前
肇

教
授
が
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ

（
E
テ
レ
）
の
『
永
遠
の
い
の

ち
の
教
え
（
上
）

−

法
華
経
の

こ
と
ば

−

』（
全
12
回
）
に
出

演
中
で
す
。

　
「
正
し
い
白
蓮
華
の
経
」
を

意
味
す
る
経
典
『
サ
ッ
ダ
ル

　

立
正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
は
、
西
に
富
士
山
の
き
れ

い
な
姿
が
見
え
、
東
に
房
総
半

島
が
望
見
で
き
る
。
自
然
に
恵

ま
れ
た
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近

か
ら
は
、
富
士
山
や
名
峰
の
姿

に
接
す
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時

代
、
現
在
の
品
川
区
戸
越
公
園

付
近
は
風
光
明
媚
で
、
山
陰
の

殿
様
が
格
別
に
下
屋
敷
を
設
え

た
と
聞
き
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

に
も
ゆ
か
し
き
所
伝
が
あ
る
と

聞
く
。

　

わ
が
大
学
は
明
治
37
年
の
専

門
学
校
令
に
よ
る
日
蓮
宗
大
学

林
設
置
を
経
て
、
大
正
13
年
の

大
学
令
に
よ
る
私
立
大
学
設
立

の
経
過
の
な
か
で
、
第
17
番
目

に
認
定
さ
れ
た
歴
史
を
持
つ
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
よ
き
時
代

が
終
わ
り
に
近
づ
き
、
大
阪
に

オープンキャンパスを一緒
に盛り上げましょう
           （大崎キャンパス）

緑あふれる熊谷キャンパスにもぜひ足を
運んでください      
                            （熊谷キャンパス） 

甲
子
園
球
場
が
生
ま
れ
た
、
豊

か
な
時
代
で
あ
っ
た
。

　

東
海
に
面
す
る
山
谷
が
丘
に

日
本
の
将
来
へ
の
輝
き
を
期
待

し
て
学
舎
が
発
足
し
た
と
き
、

燦さ
ん

々さ
ん

た
る
陽
光
を
受
け
て
、
学

徒
が
希
望
に
燃
え
る
意
気
込
み

を
歌
い
込
む
「
校
歌
」
が
で
き

あ
が
っ
た
。

（
１
）
最
初
の
歌
詞
に
は
、
新

し
い
光
が
世
界
に
広
が
り
、
夜

明
け
の
鐘
の
音
が
希
望
を
促

し
、「
無む

明み
ょ
う

の
眠
り
」
か
ら
の

脱
却
を
促
す
希
望
が
盛
り
込
ま

れ
る
。
豊
か
な
時
代
を
享
受
し

な
が
ら
も
、
変
転
す
る
次
の
時

代
に
向
か
っ
て
心
を
引
き
締
め

る
願
い
が
歌
い
上
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
豊
か
な≪

こ
こ
ろ≫

に
彩
ら
れ
た
作
詞
は
、
時
代
の

寵
児
・
境
野
正
に
よ
る
。
ま
た
、

作
曲
は
「
ぎ
ん
ぎ
ん
ぎ
ら
ぎ
ら

夕
日
が
沈
む
」
で
一
世
を
風
靡

し
た
室
崎
琴き

ん

月げ
つ

の
手
に
な
る
。

（
２
）
精
神
文
化
の
香
り
こ
そ

人
類
の
希
望
の
根
幹
で
あ
る
。

2
番
に
は
古い

に
し
え

の
賢
人
を
思
い
、

そ
の
心
を
継
い
で
奮
起
し
、
新

た
な
時
代
を
切
り
開
く
使
命
へ

の
誓
い
が
込
め
ら
れ
る
。

（
３
）「
立
正
大
学
」
の
名
称
は
、

こ
の
世
に
正
し
い
心
を
呼
び
覚

ま
す
使
命
へ
の
願
い
で
あ
る
。

理
想
へ
の
共
鳴
と
挺
身
が
あ
っ

て
こ
そ
、
世
界
平
和
・
人
類
共

存
の
願
い
を
実
現
で
き
る
。
そ

の
理
想
を
掲
げ
て
、
四
つ
の
海

に
象
徴
さ
れ
る
世
界
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
新
た

な
国
造
り
を
背
景
に
、
石
橋
湛

山
学
長
は
市
民
の
た
め
の
大
学

を
目
指
す
こ
と
を
唱
え
た
。「
学

園
歌
」
が
新
た
に
制
定
さ
れ
た

ゆ
え
ん
が
そ
こ
に
あ
る
。
だ
が

「
校
歌
」
に
は
、
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
理
想
の
教
育
を

求
め
て
開
設
さ
れ
た
「
立
正
大

学
」
の
理
想
と
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。「
学
園
歌
」「
校
歌
」

に
結
ば
れ
て
、
わ
れ
ら
後
輩
も

そ
の
誓
い
を
く
み
取
り
、
生
き

生
き
と
し
た
学
問
と
行
動
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

渡
邊
寶
陽

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

『立正大学の 120 年』（1992 年刊）より

立正大学の≪こころ≫を思う

携帯電話やバッグにぴったり

【
1
1
7
号
訂
正
】

文
中
2
段
目
。
後
ろ
か
ら
2
行
目

（
誤
）
学
寮
の
前
に
は
右
近
の
桜
・

左
近
の
橘

（
正
）
学
寮
の
前
に
は
左
近
の
桜
・

右
近
の
橘

立正大学校歌
作詞：境野正　作曲：室崎琴月

1．見よ東海の芙蓉峰
　あかねさす陽に映ゆる時
　無明の眠覚ますべく
　暁鐘響く谷山丘

2．前聖すでに範を垂る
　 後生起つにおくれんや
　同胞のため世の為に
　命も身をも捧げなむ

3．かざす立正破邪の剣
　 樹つる理想の旗風に
　四海をなびけ久遠に
　本時の春をたたへなむ

◆場所
　大崎キャンパス：6号館地下1階　　熊谷キャンパス：ゲートプラザ1階

◆課の主な業務
　入学試験の実施：願書受付、受験票発送、入試実施、合格発表
　広報関係：データの収集・公表、広告の企画・印刷物の製作、入試相談会の企画・運営

◆学生へのメッセージ
　受験生の募集広報、入学願書の受付、受験票の発送、そして緊張の入学試験と、歓喜の合
格発表。そのすべてを運営しているのが入試課です。わたしたちは立正大学で学ぶすべての
人たちとコンタクトしているはず。そんな入試課の一大イベントが6月から始まったオープン
キャンパスです。ぜひ一緒に盛り上げていきましょう！
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放送は第 3 日曜日の午前 5 時～ 6 時（再放送
は同土曜日午後 1時～ 2 時）

これがメガカレー（左は通常サイズの学食カレー）。
ぜひご賞味ください

学生に取材する KEIJI（後ろ姿）。学生もうれしそうです

「団結力もありクオリティーが高い」と言われた「AliVe」

泉達也さん（大崎入試課）
この人から一言

新「モラりすストラップ」

誕 生 !

北川先生がNHKで
仏陀とその教えを解説

テレビの人気番組や動画で
立正大学が

紹介されています



ほかにもさまざまなイベントが盛りだくさん！
参加者には「無料ドリンクサービス」「キャンパスランチ無料体験」などうれしい特典もあり
ます。詳細は入試センターまでお問い合わせください。
☎03（3492）6649

　

今
年
度
の
就
職
戦
線
は
、
大

手
企
業
に
よ
る
内
定
（
内
々

定
）
出
し
が
5
月
末
で
ほ
ぼ
確

定
し
、
就
活
第
１
ラ
ウ
ン
ド
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
大
学

生
の
就
職
希
望
者
は
全
国
で
約

40
万
人
、
そ
れ
に
対
し
て
企

業
の
採
用
予
定
数
は
約
43
万

人
と
な
っ
て
お
り
、
求
人
倍
率

は
1
・
27
倍
。
昨
年
よ
り
わ
ず

か
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
な
が
ら
上

昇
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学

生
が
集
中
す
る
大
手
企
業
の
採

用
予
定
者
数
は
約
9
万
人
で
あ

り
、
そ
う
し
た
企
業
か
ら
内
定

を
得
た
学
生
は
、
5
月
末
の
段

階
で
全
体
の
20 

%
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
就
活
が
う
ま
く
い
か
な
い
」

と
言
う
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
就

活
を
振
り
返
り
、
冷
静
に
原
因

を
分
析
し
て
く
だ
さ
い
。
原
因

が
わ
か
れ
ば
、
対
策
も
見
え
て

き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
3
年
生
の

と
き
に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
配
布
し
た
「
立
正

大
学
就
活
ガ
イ
ド
・
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
パ
ス
」
に
も
詳
し
く
書
い

て
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

ま
だ
多
少
の
在
庫
が
あ
り
ま

す
。
手
元
に
な
い
人
は
、
就
職

相
談
も
兼
ね
て
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

あ
る
就
職
情
報
誌
の
学
生
モ

ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
5
月
1
日

現
在
の
内
定
率
は
45
・
8
%
。

未
内
定
者
が
半
数
以
上
で
す
。

ま
た
、
内
定
先
に
不
満
が
あ
る

の
か
、
内
定
者
の
う
ち
約
20 
%

の
人
が
「
こ
れ
か
ら
も
就
活
を

継
続
す
る
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
計
算
す
る
と
、

現
在
で
も
約
30
万
人
以
上
の
学

生
が
就
活
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

7
月
か
ら
は
、
内
定
辞
退
等

で
採
用
数
が
充
足
で
き
な
か
っ

た
大
手
企
業
、
準
大
手
、
中
堅
・

中
小
企
業
の
採
用
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
。
就
活
中
の
皆
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
が
勝
負
の
時
期

で
す
。

　

就
活
に
出
遅
れ
て
い
る
人
た

ち
の
多
く
は
、「
3
年
次
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
席
し
な

か
っ
た
」、
あ
る
い
は
「
1
～

2
回
し
か
出
席
し
な
か
っ
た
」

「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
に

ほ
と
ん
ど
出
席
し
な
か
っ
た
」

と
い
う
人
た
ち
で
す
。

　

就
活
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
就
職
試
験
」
の

合
格
を
目
指
し
て
努
力
す
る
活

動
の
こ
と
で
す
。
当
然
、
試
験

に
対
す
る
「
準
備
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
「
準
備
」
は

今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す
。

　去る5月15日、厚生労働省・文部科学省より、2012
年3月大学卒業者の就職率について「93.6％（昨年同期比
2.6ポイント増）」と発表がありました。報道されたこの数
字を見て、「“超氷河期”を脱し、子どもの就職も少しは楽
になるのではないか」と思った方も多いと思います。しか
し、この調査はすべての新卒者を対象としたものではなく、
国公立大学24校、私立大学38校、短大・高専・専修学
校50校を抽出して行ったもの。さらに調査の対象となった
総計6250人の学生のうち就職を希望していた人（全体の
70.6％）の就職率を見たものです。
　全国の大学卒業生を対象に行った調査（文部科学省「学
校基本調査」）は毎年8月に速報が発表されますが、大学の
全卒業者数から大学院などへの進学者数を引いた数を母数
とすると、昨年の就職率は、全国平均では61.6％、本学は
59.0％となっています。したがって、就職環境は好転した
とは言えない状況です。

　キャリアサポートセンターでは、就活継続中の学生を対象
に、就職支援対策として9月からは別掲の行事・イベント
を予定しています。ぜひ、就活中のお子さんに参加するよう
に声を掛けてください。
　また、夏場の就活は体力をかなり消耗します。保護者の皆
様には、就活中のお子さんの健康管理に十分なご配慮をお願
いします。毎年7～8月には、就活に疲れてふさぎがちな
学生も見受けられます。就活がうまくいかない学生のために、
就職指導のベテラン職員、キャリアカウンセラーが常時対応
しております。気軽に利用するようにお勧めください。

決して好転していない就職環境
「キャリサポ」の利用を勧めてください

ご父母の皆様へ

現実の就職率は60％程度か

支援のための行事・イベントを予定

　

本
学
の
総
合
案
内
書
『
Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｈ（
ア
ー
チ
）２
０
１
3
』が
完

成
し
ま
し
た
。1
8
7
2
年（
明

治
5
年
）の
開
校
以
来
、「
真
実
・

正
義
・
和
平
」
の
立
正
精
神
を

受
け
継
ぎ
、
8
学
部
15
学
科
７

研
究
科
の
総
合
大
学
と
し
て
発

展
を
続
け
る
立
正
大
学
の“
今
”

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
紹
介

し
て
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
読
め

ば
立
正
大
学
の
す
べ
て
が
わ
か

る
は
ず
。
ご
希
望
の
方
は
入
試

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

☎
０
３（
３
４
９
２
）６
６
４
９

８学部のカリキュラムの
特徴、大学院・研究所
の概要のから、大崎・
熊谷両キャンパスの魅
力、免許・資格取得プ
ログラム、クラブ・サー
クル活動まで、豊富な
写真とイラストで分かりや
すく紹介しています

C areer Support
  Center
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約
30
万
人
の
学
生
が
就
活
を
継
続
中

企
業
の
採
用
活
動
も
こ
れ
か
ら
活
発
化

必
要
な
「
準
備
」
は
今
か
ら
で
も
間
に
合
う

ま
ず
は
「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
パ
ス
」
の
再
読
を

オ ープ ンキ ャ ンパ スで将来をじっくり選んでみよう!

◎立正大学に近づく
キャンパス見学ツアーや図書館ツアーが充実

◎合格に近づく
面接対策講座、小論文指導を実施

◎学びに近づく
教員による学部別相談、学部・学科紹介ブース

◎大学生活に近づく
クラブ紹介、クラブイベント、留学相談

オープンキャンパス４つのキーワード

『
A
R
C
H
』が
完
成
し
ま
し
た
！

「
こ
れ
か
ら
」を
創
る
総
合
大
学

立
正
大
学
の“
今
”を

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
紹
介

　

自
己
分
析
、
業
界
や
企
業
の

研
究
が
不
十
分
な
ま
ま
、
明
確

な
選
択
基
準
な
し
に
有
名
企
業

や
大
手
企
業
ば
か
り
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。そ
の
結
果
、エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
作
成
に
苦
労
し
た
割

に
選
考
を
通
過
し
た
企
業
が
少

な
い
、
た
と
え
選
考
を
通
過
し

て
も
筆
記
試
験
対
策
が
不
十
分

な
た
め
面
接
に
進
め
な
い
、
あ

る
い
は
運
良
く
面
接
ま
で
進
ん

で
も
、
就
活
本
に
出
て
い
る
よ

う
な
自
己
P
R
や
志
望

動
機
を
丸
暗
記
し
て
答

え
て
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に

…
。
そ
ん
な
失
敗
を
よ

く
聞
き
ま
す
。

　

面
接
試
験
に
正
解
は

あ
り
ま
せ
ん
。
志
望
動

機
を
企
業
の
理
念
や
事

業
内
容
の
説
明
で
終
始

す
る
人
に
良
い
評
価
を

す
る
面
接
官
は
い
ま
せ

ん
。
や
は
り
、
将
来
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と

と
そ
の
企
業
と
が
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
く
の
か
、
自
分
の
強
み

が
そ
の
企
業
で
ど
の
よ
う
に
発

揮
で
き
る
の
か
、
自
分
の
経
験

や
考
え
方
を
自
分
の
言
葉
で
話

す
こ
と
で
「
あ
り
の
ま
ま
の
自

分
」
を
理
解
し
て
も
ら
う
。
そ

れ
が
面
接
試
験
で
す
。

　

ま
ず
は
自
己
分
析
か
ら
。「
や

り
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
こ
の

分
析
で
良
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」。
そ
う
い
う
方
は
、
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

て
い
ね
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。
気
軽

に
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

部
長
・
吉
山
辰
之
）

自
分
の
「
強
み
」
は
何
な
の
か

そ
れ
を
把
握
し
、
自
分
の
言
葉
で
話
す

～ 

就
職
活
動
中
の
4
年
生
へ 

～

就
活
は
こ
れ
か
ら
が
勝
負
の
時
期

独
り
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
キ
ャ
リ
サ
ポ
へ

すべての学部が専用のブースを設け、現役の学
生スタッフが笑顔でお答えします（写真は昨年の社
会福祉学部のブース）

2012年度 ４年生支援行事・イベント予定（大崎校舎）
開催日程 行事名・内容

９月

3日(月) 
6日(木) 

10日(月) 
13日(木)

13:30 ～17:00 ◎ホンキの就職第2弾!! 4DaysGroupWork 
　こだわりを緩和し、応募先職種の幅を広げる応募行動量の拡大

8日(土) 未定 ★就活リ・スタートガイダンス 
　就活の基本を見直す　

14日(金) 未定 ◇学内企業説明会

10月

9日(火)  
12日(金) 
16日(火) 
19日(金)

13:30 ～17:00
◎ホンキの就職第3弾!! 4DaysGroupWork 
　こだわりを緩和し、応募先職種の幅を広げる応募行動量の拡大
　※第2弾と同一内容

22日(月) 未定 ◇学内企業説明会

11月

7日(水) 
14日(水)

未定 ◎面接トレーニング 
　人材育成指導者による面接トレーニングセミナー

8日(木) 
15日(木)

未定 ◇学内選考会 
　選考を兼ねた学内企業説明会

※詳細はポータルサイトでお知らせします。



第　
　

回（
戦
争
～
終
戦
～
新
制
大
学
）

3

②富士山の裾野での野営訓練

①創立30周年の特集記事を掲載した『立正大學新聞』の3面

⑥本学学生の出陣学徒必勝祈願の様子

⑦新制立正大学認可証

③修業年限臨時短縮認可証

　史料編纂室では、立正大学（立正中学・高校・短期大学部を含
みます）に関するさまざまな資料を収集しています。
　広報誌などの学内刊行物、時間割、講義ノート、文書資料、学
生運動関係等のビラ、写真（アルバム）、記念品、躍進歌など、
立正大学に関する資料がございましたら、史料編纂室にご寄贈、
もしくは貸与していただきますよう、お願いいたします。

立正大学の歴史資料を収集しています
☎03-3492-2681内線（4197・4198）
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　「Open Gallery 立正広場」は読者の皆さま（学生、卒業生、教職員、
学生父母等）のアート作品を紹介するコーナーです。写真、絵画、イ
ラスト、漫画（４コマ等）などの応募をお待ちしています。
　できれば作品には簡単なコメントを添えてください。また、写真投
稿に際してご本人以外の方が写っているものは、その方の了承を得て
くださいますよう、お願いいたします。

　氏名、学部、学科、学年（卒業生は卒業年度）、住所、電話番号を明
記の上、奮ってご応募ください。

■宛先／〒141-8602　東京都品川区大崎４- ２-16
　　　　 立正大学政策広報課学園新聞担当
■Ｅメール／ pln@ris.ac.jp
■第119 号掲載締め切り　平成 24 年 7 月 25 日必着

皆さまの作品をお寄せください

【タイトル】

一夏を写そう
【投稿者】

佐
さ

怒
ぬ

賀
か

 愛（経営学部経営学科１年）
【コメント】 
色あせない夏の思い出というコンセプトの下、七里ケ浜を撮りました。

【投稿者】
経済学部 3 年 ペンネーム 「フグ」

戦
争
の
影
が
次
第
に
濃
く

　

昭
和
8
（
1
9
3
3
）
年
、
創
立

30
周
年
祝
賀
会
を
挙
行
し
ま
し
た
。

（
①
）

　

昭
和
12
（
1
9
3
7
）
年
の
日
中

戦
争
の
勃
発
以
来
、
大
学
に
も
戦
争

の
影
が
徐
々
に
及
ん
で
き
ま
す
。
昭

和
14
（
1
9
3
9
）
年
に
は
勤
労
奉

仕
（
東
郷
神
社
建
設
）、
富
士
の
裾
野

に
お
け
る
軍
事
演
習
（
②
）、「
銃
後

の
役
割
」
と
し
て
の
射
撃
部
の
発
足
、

谷
山
丘
に
お
け
る
「
射
撃
場
」
の
建

設
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
15
（
1
9
4
0
）
年
に
は
皇
紀

二
千
六
百
年
奉
賛
事
業
の
準
備
と
祝

賀
会
、
宮
城
外
苑
勤
労
奉
仕
、
靖
国

神
社
遥
拝
式
な
ら
び
に
戦
死
者
英
霊

追
悼
会
、「
兵
隊
さ
ん
有
難
う
」
運
動
、

慰
問
袋
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昭
和
12
年
に
は
学
祖

新
居
日
薩
和
上
第
50
回
忌
に
相
当
す

る
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
立
正

大
学
図
書
館
の
改
築
を
宗
務
院
で
決

定
。
広
く
寄
付
を
募
る
運
動
が
始
ま

学
講
堂
・
寮
等
5
8
2
坪
、
中
学
（
旧

制
）
校
舎
8
6
6
5
坪
を
焼
失
。
8

月
15
日
、終
戦
の
詔
勅
が「
玉
音
放
送
」

さ
れ
ま
し
た
。

復
興
へ
の
力
強
い
槌
音

　

本
学
で
は
昭
和
20
（
1
9
4
5
）

年
9
月
か
ら
講
義
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
並
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

の
な
か
、
再
建
へ
の
準
備
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

昭
和
22
（
1
9
4
7
）
年
に
は
教

育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
が
公
布
さ

れ
、
本
学
は
昭
和
24
（
1
9
4
9
）

2
月
21
日
に
「
新

制
立
正
大
学
」
の

設
置
認
可
を
受

け
、仏
教
学
部（
宗

教
科
・
仏
教
学

科
）、文
学
部
（
哲

学
科
・
史
学
科
・
国
文
科
・
社
会
学
科
）

を
設
置
し
ま
し
た
。（
⑦
⑧
）
学
則
改

正
も
行
い
、
文
部
省
に
認
可
書
類
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

立
正
大
学
宗
学
研
究
所
設
置
に
伴

う
学
則
変
更
、
立
正
大
学
専
門
部
学

則
中
変
更
、
文
学
部
夜
間
学
科
新
設
、

経
済
学
研
究
所
設
置
、
短
期
大
学
部

設
置
認
可
、
大
学
学
部
増
設
認
可
、

講
習
の
免
許
法
認
定
講
習
と
し
て
の

認
可
、
教
職
課
程
設
置
認
可
、
大
学

院
設
置
認
可
。

　

昭
和
26（
1
9
5
1
）年
2
月
23
日
、

財
団
法
人
立
正
大
学
か
ら
学
校
法
人

立
正
大
学
学
園
（
立
正
大
学
・
立
正

大
学
短
期
大
学
部
・
立
正
高
等
学
校
・

立
正
中
学
）
に
改
組
し
、
認
可
を
受

け
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

昭
和
17
（
1
9
4
2
）
年
に
は
文

部
大
臣
か
ら
修
業
年
限
を
臨
時
短
縮

す
べ
き
生
徒
の
授
業
料
増
微
の
件
が

認
可
さ
れ
ま
し
た
。（
③
）

　

戦
局
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
昭

和
18
（
1
9
4
3
）
年
に
は
学
生
徴

兵
猶
予
が
撤
廃
さ
れ
、
学
徒
出
陣
が

始
ま
り
ま
す
。（
④
⑤
⑥
）

　

昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
3
月
10

日
に
は
東
京
大
空
襲
が
あ
り
、
建
物

23
万
戸
を
焼
失
す
る
と
と
も
に
、
死

傷
者
数
が
12
万
人
に
達
し
た
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
5
月
24
日
に
は
本
学

の
大
学
・
中
学
が
戦
災
に
遭
い
、
大

　

日
本
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
は
本
学
に
と
っ
て
も
激
動

の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
は
新
制
大
学
と
し
て
い
ち
早
く
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。

⑧大学設置認可の通達

今
年
は 

開 

校 

１ 

４ 

０ 

周 

年

 

開 

校 

１ 

４ 

０ 

周 

年

今
年
は

④⑤本学でも軍事教練が



　立正大学熊谷キャンパスで法学を学び、本校に社会科教諭
として奉職しました。政治経済分野を中心に授業を担当してお
り、今年で12年目を迎えました。教科書の内容にとどまらず、
日々現実に起こるニュースの解説を織り交ぜながら授業を展
開しています。目標としているのは池上彰さん。楽しくわかり
やすい解説を実践しています。
　部活動では女子バレーボール部の顧問を務めています。平
日練習はもちろん、日曜日も練習試合や校内練習などに取り組
み、技術力の向上に努めています。東京都高体連1部大会で上
位入賞の成績を収めるなど、その活躍には目覚ましいものが
あります。
　チームプレーが求められるバレーボールは、自己中心的な
気持ちではできないスポーツ。選手には「力を合わせ、お互い
支え合っていくことが大切だ」といつも話しています。
　人間社会ではこの協調性が一番大切だと考えています。バ
レーボールで培った精神力を礎に、学生として、また社会人と
して大きく羽ばたいてほしいと願っています。

池
上
彰
さ
ん
を
目
標
に
、
楽
し
く
わ
か
り
や
す
く

女子バレーボール部の顧問として
平日はもちろん、日曜日にも熱血指導。
チームプレーの重要性を説き続ける

　

来
年
4
月
の
移
転
・
開
校
に

向
け
て
、
馬
込
新
校
舎
の
建
設

工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
始
ま

る
学
校
生
活
は
ぜ
ひ
新
し
い
装

い
で
¦
¦
。
そ
ん
な
願
い
か
ら
、

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
と
と
も
に
制

服
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
中
学
・
高
校
と

も
新
入
生
か
ら
、
男
女
と
も
に
、

軽
い
着
心
地
と
美
し
い
シ
ル
エ
ッ

ト
を
両
立
さ
せ
た
濃
紺
の
ブ
レ

ザ
ー
ス
タ
イ
ル
に
変
わ
り
ま
す
。
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立
正
中
学
・
高
等
学
校

オプションとしてポロシャツを用意 白ワイシャツのフォーマルな夏服

8

女
子
の
ス
カ
ー
ト
は
中
学
生
が

グ
リ
ー
ン
、
高
校
生
が
ブ
ル
ー

を
基
調
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
高
貴
な
印
象
を
与
え
る
パ
ー

プ
ル
を
織
り
込
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
柄
を
採

用
し
ま
し
た
。
胸
元
は
、
男
子

は
ネ
ク
タ
イ
、
女
子
は
リ
ボ
ン

で
、
い
ず
れ
も
中
学
・
高
校
で

色
分
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
高
生
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
意
識
し
、
機
能
面
や

快
適
性
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ

う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

  

着
心
地

　

ソ
フ
ト
な
風
合
い
と
軽
量
化

で
動
き
や
す
く
し
て
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
活
発
な
動
き
に
も
耐

え
ら
れ
る
よ
う
強
度
の
強
い
糸

と
縫
製
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

  

お
手
入
れ

　

表
地
に
は
撥
水
・
防
汚
加
工
、

裏
地
に
は
抗
菌
・
防
臭
加
工
を

施
し
て
い
ま
す
。

  

夏
服

　

男
女
と
も
に
白
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
フ
ォ
ー
マ
ル
と
し
ま
す
が
、

オ
プ
シ
ョ
ン
（
選
択
）
と
し
て

紺
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
も
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
は

通
気
性
が
高
く
、
吸
汗
性
・
速

乾
性
に
も
優
れ
た
生
地
を
採
用

し
ま
し
た
。

  

セ
ー
タ
ー
、ニ
ッ
ト
ベ
ス
ト

　

指
定
の
セ
ー
タ
ー
と
ニ
ッ
ト

ベ
ス
ト
の
襟
元
に
は
、
ブ
ル
ー

と
グ
リ
ー
ン
の
二
つ
の
ラ
イ
ン

が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
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平成25年度の入試要項が決定しました

　

渋
谷
唯
先
生（「
先
生
の
素
顔
」

で
紹
介
）
が
顧
問
を
務
め
る
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。
部
員
は

中
高
合
わ
せ
て
18
名
で
す
。
み

ん
な
と
て
も
仲
良
く
、
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
コ
ー
チ
を
務
め
る

の
は
、
体
育
科
の
講
師
と
し
て

勤
務
し
始
め
た
松
田
沙
織
先
生

で
す
。
都
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
強

豪
校
・
下
北
沢
成
徳
高
校
で
全

国
大
会
に
出
場
し
、
リ
ベ
ロ
を
務

め
て
入
賞
に
貢
献
し
た
松
田
先

生
が
コ
ー
チ
に
入
っ
た
だ
け
に
、

今
年
は
チ
ー
ム
の
技
術
力
を
一
層

向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
上
の
大
会

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

現
在
、
高
校
2
年
生
の
水
澤

結
香
子
さ
ん
が
部
長
と
し
て
部

員
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

水
澤
さ
ん
に
よ
る
と
、
松
田
先

生
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
内
容
に
変
化
が
表
れ
、

厳
し
さ
が
増
し
て
き
た
と
か
。

　

中
高
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
け
じ
め
を
つ
け
、
集
中

力
を
高
め
て
練
習
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
す
。
た
だ
、
中
学
1
年

生
の
初
心
者
に
は
優
し
く
丁
寧

に
教
え
て
い
ま
す
。

　

高
校
の
今
年
の
目
標
は
1
部

大
会
の
中
で
も
さ
ら
に
上
の
順

位
に
入
る
こ
と
。
そ
れ
が
実
現
す

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

強
豪
校
出
身
の
コ
ー
チ
の
下

上
位
入
賞
を
目
指
す

女
子
バレ
ー
ボ
ー
ル
部　
顧
問 

● 

渋
谷
唯
先
生

部 活 動
紹 介

冬服の標準的な着こなし

円陣を組み、気持ちを一つに 栄冠を目指して、厳しさを増した練習
に耐える

松田先生（後列左端）、渋谷先生（後列右端）と一緒に。後列中央が
部長の水澤さん

ジャケットの下にニットベストを合わせることも

夏  服

冬  服

気
分
も
新
た
に

馬
込
新
校
舎
への
移
転
に
合
わ
せ
て

制
服
を
一
新
！



総
体
予
選
で
県
初
の
5
連
覇
!

7
月
の「
北
信
越
か
が
や
き
総
体
」で

よ
り
上
位
を
目
指
す
!!

の
生
徒
と
多
く
の
時
を
過
ご
す

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
育
実
習
生
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
同
じ
学
校
で
過
ご
し

た
先
輩
と
し
て
、
自
分
の
経
験

か
ら
得
た
こ
と
も
後
輩
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
い
さ
さ
か
で
も

育
て
て
く
れ
た
母
校
へ
の
恩
返

し
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
島
根
県
立
大
学
4
年　

今
村

友
陽
）

R
IS

S
H

O
 U

n
iv

e
r

s
ity

 S
h

o
n

a
n

 H
ig

h
 S

c
h

o
o

l
立
正
大
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等
学
校
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教
育
実
習
生
と
し
て
再
び
母

校
で
過
ご
す
日
々
が
訪
れ
ま
し

た
。
登
下
校
中
に
目
に
す
る
景

色
、
学
校
に
響
く
元
気
な
生
徒

た
ち
の
声
、
耳
に
な
じ
ん
だ

チ
ャ
イ
ム
の
音
…
…
。
そ
の
す

べ
て
が
高
校
生
当
時
の
懐
か
し

い
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ

ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、教
育
実
習
生
と

い
う
立
場
か
ら
対
す
る
母
校

は
、高
校
生
の
こ
ろ
と
は
ま
っ
た

く
違
う
一
面
を
見
せ
て
く
れ
、

毎
日
新
し
い
発
見
と
驚
き
が
あ

り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
静
か
な
環
境
の
下
、
熱
心

な
先
生
方
に
見
守
ら
れ
、
当
時

の
自
分
で
は
気
付
け
な
か
っ
た

母
校
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見

で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し

く
思
う
と
と
も
に
、
先
生
方
や

私
の
高
校
生
活
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
思
い

が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
実
習
と
い
う
形
で
い
た

だ
い
た
、
こ
の
貴
重
な
時
間
。

ま
ず
は
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
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平成 20 年度卒業生（左から）
森田栄作（國學院大學経済学部経済ネットワーキング学科）、稲田健佑（大
阪大谷大学文学部文化財学科）、今村友陽（島根県立大学総合政策学
部総合政策学科）、内藤大裕（皇學館大学文学部国史学科） 

　

試
合
開
始
前
か
ら
試
合
終
了

の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
る
ま
で
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
と
熱
い
声
援
を
送

り
続
け
た
大
応
援
団
。
そ
れ
に

応
え
よ
う
と
必
死
に
粘
り
強
く

戦
っ
た
ピ
ッ
チ
の
選
手
た
ち
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
置
か
れ
た

立
場
に
応
じ
て
、
チ
ー
ム
の
優

勝
の
た
め
に
全
力
で
共
に
戦
っ

た
結
果
、
私
た
ち
サ
ッ
カ
ー
部

は
総
体
予
選
で
県
初
の
5
連
覇

を
果
た
し
、
長
野
県
で
7
月
に

開
幕
す
る
「
北
信
越
か
が
や
き

総
体
」
へ
の
出
場
権
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

す
で
に
再
び
チ
ー

ム
と
し
て
も
個
人
と

し
て
も
新
た
な
戦

い
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
総
体
予
選
で
は

各
選
手
と
も
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
戦
い
ま

し
た
。
本
番
の
舞
台

で
は
予
選
で
感
じ
た

こ
と
を
必
ず
生
か
し
、
そ
の
立

場
が
一
つ
で
も
上
が
る
よ
う
、

全
身
全
霊
を
か
け
て
サ
ッ
カ
ー

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
全
国
大
会
ま
で

に
技
術
面
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
、

精
神
面
、
す
べ
て
の
面
で
も
う

1
ラ
ン
ク
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
、
一
日
一
日
の
生
活
、

一
つ
一
つ
の
練
習
を
大
切
に
し

ま
す
。部
員
全
員
、一
丸
と
な
っ

て
一
戦
一
戦
全
力
を
尽
く
し
て

戦
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　数学担当の服部です。年は取っていますが、淞南高校はま

だ4年目です。

　大学院を卒業後に3年ほど京都の高校で教壇に立っていまし

たが、長女を出産後しばらくの間、専業主婦をしていました。

そして、添削会社の添削者、他校の教員を経て、淞南高校で

お世話になっています。

　今では大学入試問題を解くことが趣味となり、エレガントな

解答を求めてひたすら問題に取り組んでいます。

　現在の高校生はじっくり考えることが苦手なようです。これ

はとても残念なこと。そこで、今後は自分一人で思考したり、

一方通行的に授業を進めたりするのではなく、生徒と一緒に

なって意見を出し合いながら、より美しい解答を求めていきた

いと考えています。

生
徒
と一緒
に
よ
り
美
し
い
解
答
を
求
め
た
い

趣味は大学入試問題を解くこと。
エレガントな解答を求めて
ひたすら問題に取り組む

数
学
科 

● 

服
部 

礼
子
先
生 

教
育
実
習
生
紹
介

再
び
母
校
で
過
ご
す
日
々
を
迎
え
て

　

竹
田
先
生
は
、
32
文
字
と
い

う
短
い
日
本
の
国
歌「
君
が
代
」

が
、
古
い
時
代
か
ら
和
歌
と
し

て
日
本
の
人
々
に
引
き
継
が
れ

た
も
の
で
あ
り
、
情
緒
豊
か
な

文
学
的
表
現
で
あ
る
こ
と
を
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
先
生
の
講
演
を
お
聞
き

し
た
結
果
、
生
徒
た
ち
は
そ
の

事
実
を
実
感
と
し
て
理
解
し
た

よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
校
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
著
名
人
の
講
演
を
通

し
て
醸
成
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
竹
田
恒
泰
（
た
け
だ
・
つ
ね
や
す
）】

昭
和
50
年
生
ま
れ
。
作
家
、
慶
應
義
塾

大
学
講
師
（
憲
法
学
）。
平
成
18
年
、『
語

ら
れ
な
か
っ
た
皇
族
た
ち
の
真
実
』（
小

学
館
）
で
第
15
回
山
本
七
平
賞
を
受
賞
。

　

私
た
ち
マ
ー
チ
ン
グ
部
は
昨

年
度
、皆
さ
ま
の
応
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、島
根
県
の
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
島
根

ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
」の
ハ
ー
フ
タ

イ
ム
シ
ョ
ー
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

演
奏
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
大
会
で
演
奏
を
し

て
き
ま
し
た
。
つ
ら
い
こ
と
も

楽
し
い
こ
と
も
み
ん
な
で
乗
り

今
後
も
多
く
の
方
々
に

感
動
を
与
え
る
演
奏・演
技
を

マ
ー
チ
ン
グ
部  「SH

ONA
N

 SA
INT

S

」

部 活 動
紹 介

マーチングバンド・バトントワーリング中国大会での勇
壮な晴れ姿

越
え
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
本
校
は
創
立
50
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
新
調
。
記
念

式
典
で
は
創
立
50
周
年
を
記
念

し
て
作
曲
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽

曲
「
意
宇
」
を
演
奏
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
入
部
員
が
9

名
入
り
、
合
計
38
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
創
立
50
周
年
の

節
目
を
経
た
だ
け
に
、
気
持

ち
を
新
た
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
方
々
に
感
動
を

与
え
る
演
奏
・
演
技
が
で
き
る

よ
う
、
今
ま
で
以
上
に
努
力

を
し
、成
長
し
た「SH

O
NA
N 

SA
IN
T
S

」
の
姿
を
披
露
い
た

し
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「北信越かがやき総体」への出場を決めた淞南イレブン

５月１１日
作家・竹田恒泰先生の
講演会を開催
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　立正大学学園新聞では、課外活動の大会日程、結果、公演情報などを募集しています。ご提供
いただいた情報は10月1日発行（第119号）でご紹介いたします。皆さんの情報提供をお待ち
しております。こちらにメールしてください。 E-mail:pln@ris.ac.jp
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クラブ、サークル情報  気になるクラブを応援に行こう!

◆柔道部
7月7日（土）　 平成24年度東京都ジュニア柔道体重別選手権大会

9月2日（日） 東京学生柔道体重別選手権大会（男子31回　女子28回）
於：日本武道館

9月29日（土）～30日（日） 全日本学生柔道体重別選手権大会（男子31回　女子28回）
於：日本武道館

◆剣道部
9月9日（日）　 第61回関東学生剣道優勝大会　於：日本武道館

9月15日（土）　 第38回関東女子学生剣道優勝大会　於：東京武道館

◆籠球部
9月1日（土）～　 第88回関東大学バスケットボールリーグ戦

9月1日（土）～ 第62回関東大学女子バスケットボールリーグ戦

◆排球部
9月中旬～ 平成24年度関東バレーボール秋季リーグ戦

◆水泳部

8月4日（土）～6日（月） 第85回関東学生選手権水泳競技大会
於：千葉県国際総合水泳場

9月7日（金）～9日（日） 第88回日本学生選手権水泳競技大会＜競泳＞
於：東京辰巳国際水泳場

◆ソフトテニス部
9月15日（土）～16日（日） 関東大学対抗競技大会

9月22日（土）～23日（日） 平成24年度関東学生新進大会

10月13日（土）～14日（日） 平成24年度関東学生秋季リーグ戦　於：千葉県白子町

◆弓道部
8月14日（火）～17日（金） 全日本学生弓道選手権大会　開催場所未定

9月16日（日）～10月28日（日）東京都学生弓道連盟リーグ戦

◆バドミントン部
9月15日（土）～23日（日） 関東学生バドミントン秋季リーグ戦　開催場所未定

◆アメリカンフットボール部
9、10、11月開催
（日程は7月後半決定） 関東学生アメリカンフットボール関東3部リーグ戦

◆吹奏楽部
8月12日（日） 東京都吹奏楽コンクール予選　於：江戸川区総合文化センター

9月2日（日） 東京都吹奏楽コンクール本選　於：府中の森芸術劇場

◆児童文化研究部
創部100年を記念して、祝賀会を開催します。OB・OGの方や関係者の皆さん、ぜひご参加ください。
10月13日（土）14時～ 於：立正中学校・高等学校学生食堂

　いきなりですが、皆さんは地球の
表面積の約70％が海であることを
知っていますか?　海に潜ってみた
いと思ったことはありませんか?　
立正大学にスキンダイビング部があ
ることを知っていますか?
　体育会スキンダイビング部は創部
45周年を迎える、歴史ある部活で
す。創部当初は名称にあるとおり、「ス
キンダイビング」（素潜り）を行って
いました。しかし、今ではスキンダ
イビングのほかに、タンク（空気ボ
ンベ）を使って水中で呼吸する「ス

キューバダイビング」も行っていま
す。
　現在、部出身の専属コーチの下、
ライセンス取得合宿をはじめ
とするダイビング合宿を年に
4回実施。そのなかでも長期
休暇中に行う沖縄やサイパン
での合宿は、水の透明度が抜
群なのでとても魅力的です。
とはいえ、ダイビングは危険
を伴うスポーツ。私たちは常
に安全を第一として活動して
います。
　部員数は少ないものの、昨
年は橘

きっ

花
か

祭
さい

で賞を受賞し、関
東学生潜水連盟（学連）主催
のフリッパー大会で上位に入
るなど、活気に満ちあふれて
います。また、学連に所属し
ているため、他大学との交流

も特筆できることの一つ。同じ趣味
を持った他大学の友だちがたくさん
できます。さらに、東京湾の海底を
きれいにする「東京ベイクリーンアッ
プ」など、ダイバーにしかできない
ボランティアにも参加しています。
　「ダイビング」と聞くと「大変そう
だなあ」と感じる人も多いのではな
いでしょうか。しかし、そんなこと
はありません!　部員のほとんどが大
学入学後にダイビングを始めていま
す。潜れば潜るほど良さがわかって
くるスポーツなので、毎回違った感
覚・感動を味わうことができます。
　大学生活で何か打ち込みたいもの
を探している人!　ぜひ一緒にダイビ
ングを始めましょう。皆さんの入部
を部員一同、お待ちしています!

（心理学部臨床心理学科3年・田中 路
あゆみ

＝私

立淑徳与野高等学校出身）

こ
ん
な
幻
想
的
な
世
界
が
自
分
の
も
の
に
な
り
ま
す

合宿の一コマ。楽しく活動しています

スキンダイビング部

課外活動
き ら りシリーズ

創部45周年!
長期休暇中には沖縄やサイパンで合宿

潜
れ
ば
潜
る
ほ
ど
良
さ
が
わ
か
る

水族館の水槽で見ていた光景
が、手を伸ばせば届くところに

課外活動情報
を 募  集  中！

　さて、春季公式戦といえば『戦国
東都』東都大学野球。
　立正大は2009年秋に東都１部
リーグを制した勢いの波に乗り、続
く明治神宮野球大会において初出
場・初優勝を成し遂げた。そして、
輝ける大学日本一となった。
　あのときは「2012フレッシュ
オールスター」に選出された南昌輝
投手（千葉ロッテマリーンズ）をは

　遠くヒマラヤの8000m峰からうれしい知らせが届いた。
　本学仏教学部出身で山岳部OBの竹内洋岳氏（ICI石井スポーツ）が
世界に名だたる8000m峰14座すべての登頂に成功したのだ。長き17年、
それも日本人として初めての快挙であった。

８試合に登板して３勝３敗で防御率
2.60と立正投手陣をリードした
快腕沼田優雅投手（法2・天理高）

全日本大学代表チームの吉
田裕太捕手（法 3・日大三高）

好打者の誉れ高い原田拓
実内野手（法 3・天理高）

秋の関東リーグ戦グループ２部に向かって
渾身の気力で強化が進められるラグビー部

逆転勝利でほほ笑む応援指導部の金武
有代表（営 4・二松学舎大付高）と長谷
川秀輝主将（法 4・青森山田高）左から

目指すは関東2部への昇格!

じめ、小石博孝投手（NTT東日本
→埼玉西武ライオンズ）と菅井聡投
手（日本通運）の3本柱で、東北福
祉大や上武大といった野球の強豪を
見事に打ち破った。
　あれから3年。今春は東都2部リー
グにおいて5勝7敗で勝ち点2。最
終成績は第5位だった。
　好投する左腕沼田投手（法2・天
理高）、抑えの新人右腕水原投手（法
1・関西高）、復調した山口投手（法
3・木更津総合高）が継投策をもっ
て要所で粘りの投球を見せていた。
打線も日置（法4・堀越高）、豪打
の本間（法2・関東一高）、不動の4
番吉田（法3・日大三高）、快打の
原田（法3・天理高）と個性派がそ

ろい、惜しまれる試合もあった。し
かし、結果が求められる厳しい世界。
さらなる奮起が望まれる。
　できることならば、夏の熊谷での
熱くハードな練習によって、復活の
意気高し!といきたい。

　ラグビー部は春の入念な調整と、
早大や法大などの対抗戦やリーグ戦

硬式野球部
秋の優勝めざしたタフな夏練習

文・写真/岩瀬孝文（立正大学スポーツ広報担当）

※本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式
　野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとしています。

   硬式野球部
●東都2部秋季リーグ（神宮第二球場）

日大 国士大
専大 拓大
立正大 東農大

   ラグビー部
●関東リーグ戦グループ2部
　（県営熊谷ラグビー場ほか）
立正大 山梨学院大
専大 埼玉工大
東洋大 玉川大
国学大 国士大

   サッカー部
●東京都1部リーグ
　（立正大サッカー場ほか）
立正大
国学大
東大
山梨学院大
東農大
明学大
立教大
玉川大
大東大
成蹊大

　熊谷キャンパスの人工芝ラグビー場で熱心に練習す
る女子選手がいる。
　ロックLO三樹加奈（社福2・高鍋農高）、スクラム
ハーフSH鈴木陽子（社福1・横浜東高）、ウイングWTB
岩井茜奈（社福1・常総学院高）、スタンドオフSO鈴木
彩香（院社福1・関東学院大OG）という4人だ。
　日々のトレーニングではグラウンドを黙々と走り、さ
らに熊谷で定期的に合宿を組む日本女子代表チームの
練習サポートにあたるなど、積極的な姿勢が見られる。
 「仲間が増えて練習の内容がとても濃くなりました」
と鈴木（陽）選手は顔をほころばせた。
　また、今春から社会福祉を研究する院生として入学し
た鈴木（彩）選手は「より良き練習環境を求めて立正大

学を選択しました」と熱いまなざしをよせる。彼女はこ
の先も女子ジャパンの躍進を担う逸材として注目を浴
びてきそうだ。

力感ある立正大学女子ラグビー部員の三樹加奈（社福 2・高鍋
農高）、鈴木陽子（社福 1・横浜東高）、岩井茜奈（社福 1・
常総学院高）、鈴木彩香（院社福 1・関東学院大 OG）左から

グループ上位校とのオープン戦をこ
なしたことにより、秋に向けて十分
な手応えが感じられた。夏場には恒
例の長野・菅平高原長期合宿におい
てチーム力を増強させる。
　狙うはもちろん関東リーグ戦グ
ループ2部制覇と入れ替え戦の勝
利、栄えある念願の1部昇格である。

「勇躍の季節」
　何としても東京都1部リーグで上
位に戻り、関東2部昇格への機運を
高めたいサッカー部。6月1日には
非公開ながら、代表合宿中の埼玉県
内にてザッケローニジャパンと練習
試合を行った。それは、秋に向けて
選手たちの良き経験となり得た。

サッカー部
日本代表との練習試合が

良き経験に

ラグビー部
この秋こそ念願の1部昇格へ

立正大女子ラグビー 4人組 日々の練習が一層充実！
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　本学の春期海外個人研修（プログ
ラム参加型）に参加した法村真理さ
んは、インドネシアのスマランとい
う街でボランティア活動をしてき
た。法村さんにとって海外はこれが
初めて。「小学生のころから異文化
や語学に興味があった」ことが参加
の一つのきっかけになったという。
　現地ではスマラン市内の高校で
日本語の授業に参加し、日本語教師

の補助をしながら生徒たちに日本
語を教えるというボランティア活動
を行った。法村さんによると、積極

的な生徒が多く、「日本文化という
よりも、日本の漫画や音楽について
いろいろ尋ねられました」。想定外
の質問もあったそうだが、交流を楽
しんだようだ。
　滞在中、一番苦労したことは体
調管理だったとか。「現地の気候に
体を慣らすことと食事には特に気
を遣いました」と振り返る。
　もちろん、収穫も多かった。本
学で興味を持って学んでいる宗教
心理学について、さまざまな収穫
を得ることができたのだ。その経
験は「卒業論文にも生かしたい」と、
すでに先を見据えている。

　「在学中に、語学研修や海外ボラ
ンティアにぜひまた行きたいです
ね。悔いのない学生生活を送りた
い」と意欲を見せる法村さんだ。
（都立葛飾総合高等学校出身）

　韓国の威
い

徳
とく

大学に在学中の姜世
羅さんは、日本語プログラム受講生
として本学に来校した。留学前に観
光やホームステイで何度か来日した
ことを機に、威徳大学では日本語を
専攻。次第に日本に留学したいと思
うようになり、今回ついに来日を果
たす。今は趣味でもある「日本のテ
レビドラマを観るのが楽しい」とほ
ほ笑む。
　本学からは留学生をスムーズに受
け入れてくれる雰囲気を強く感じる
という。実際、学生が気軽に話し掛
けてくれるそうで、「毎日が楽しい

ですね」
　姜さん自身も積極的で、本学では
サークル活動にも参加。春には屋台
が並ぶ夜桜見物に出掛け、茶道の
体験では礼儀作法の美しさを学ぶ。
また、「日本で食べたもののなかで
おいしかったのは釜飯」と、日本の
多様な文化を肌で感じ、満喫してい
るようだ。夏には夏祭りに参加する
予定だという。将来は韓国で「貿易
会社の社員やガイドなど、語学を生
かせる仕事がしたい」と明確なビ
ジョンを話してくれた。

　学内（大崎・熊谷両キャンパス）に無
タ

料
ダ

でコピーが取れる「タダコピ」
の機械が設置されています。ご存じですか?　これはコピー用紙の片面に
企業広告を掲載することにより、無

タ

料
ダ

でコピーが取れるというもの（ただ
し、印刷枚数の制限あり）。使用に当たっては事前に携帯電話で会員登録（大
学名、学年、性別、メールアドレス）を行うことが必要です。この「タダ
コピ」の導入について、このほど東京新聞から取材を受けました。ぜひ、
ご利用ください!

今日からここで学びます

勇壮な演奏で入学を祝福する吹奏楽部

教室で入学式を見つめる保護者の方々。体育館が早々に満席になったための
措置です

後列にはわが子を見守る保護者の方々が

学生生活の強〜い味方 コピーが無
タ

料
ダ

の 「タダコピ」

ご卒業   ご入学   おめでとうございます!

4年間のあれこれがまぶたに浮かんだことで
しょう

気が置けないクラスメートとの語らい。「また
会おうね」

卒業証書の授与。研鑽の成果がここに

恩師を囲んで。「先生、ありがとうございました」

部によって校歌と学園歌が斉唱・
演奏され、卒業生の新たな門出に
花を添えました。
　一方、平成24年度立正大学入学
式は4月1日に熊谷キャンパス体育
館で、また大学院入学式は4月7日

に大崎キャンパス石橋湛山記念講
堂で、それぞれ開催されました。
入学式には親子で出席される方々
も多く、晴れがましい表情が集い
ました。

　平成23年度立正大学大学院学位
記授与式は3月17日に大崎キャン
パス石橋湛山記念講堂で、また卒
業証書授与式は3月23日に大宮ソ
ニックシティで、それぞれ開催さ
れました。グリークラブと吹奏楽

日光旅行の 1コマ。華厳の滝をバックに
（左端が姜さん）

学校にて美術の先生とその生徒たちと

姜
カ ン

世
セ

羅
ラ

さん
（韓国・威徳大学4年生）

海外個人研修体験記

法
のり

村
む ら

真
ま

理
り

さん（心理学部臨床心理学科3年）
インドネシアでボランティア活動を

日本語のクラスにて生徒たちと

留学生紹介
日本語プログラム受講生として来校

日本の多様な文化を肌で感じる

ホームステイ先の家族と世界
遺産のボロブドゥール前にて

　設置場所　大崎キャンパス：11号館 3 階、キャリアサポートセンター
　　　　　　熊谷キャンパス：サークルボックス、ステラ2 階売店

経営学部経営学科3年

遠藤瞳さん（茨城県立古河第一高等学校出身）
　私の夢はモデルとして活躍することです。以前、モデル業を
していたことがあり、モデルという仕事が大好き!　楽しい!　
と感じていました。これは小さいときからの夢なので、絶対
に実現させます!
　25歳までに大きなファッションショーのランウェイを歩く予
定でいます。だから、一つでも多くのチャンスをつかんでいき
たい!　応援よろしくお願いします!



　流暢な日本語を話すオーストラリア出身のピー
ター・ホーニアクさん。本学入学前に日本に1年半滞
在し、「北海道から沖縄県までの観光地を巡るととも
に、英会話講師のアルバイトをしました」。アルバイ

トの際に交わしたビジネスマン
との会話がきっかけとなって、
経済に興味を持ち、本学の経済
学部に入学したという。
　学部では開発経済、発展途上
国の経済について学んでおり、
成績もトップクラス。在学中に
は起業を経験し、経済を実践で
も学ぶ。就職は国際物流会社に

INTERVIEW

内定。「語学力を生かして海外勤務をしたいですね」
と将来ビジョンもしっかりしている。
　本学（大崎）の印象を尋ねると、「キャンパスがま
とまっているため、アットホームな感じで、とても学
びやすい」とのこと。現在は学生たちに生きた英語
を話せるようになってほしいと、「立正国際交流会

（RIEA＝Rissho Student Internat ional 
Exchange Association）」に所属している学生に
英会話を教えている。
　趣味は写真にドライブ、サイクリング、温泉巡り
とアクティブだ。「常にポジティブに、自分で限界を
つくらず、最後までやり通してほしい。そうすれば、
必ず自分に返ってくる!」と、エールを送ってくれた。

就職は国際物流会社に内定
「語学力を生かして海外勤務を」
P
ピ ー タ ー

ETER H
ホ ー ニ ア ク

ORNIAKさん（経済学部経済学科4年）
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学 生 の 声

　本学は今年度も多くの新入生を
迎えました。入学後3カ月がたった
今、キャンパスには先輩に交じって
初々しくもさっそうと歩く1年生の
姿が目立ちます。
　新入生たちはどんな夢や希望を
持って本学の門をくぐったのでしょ
うか。4月の新入生ガイダンスの際
に、今年度で3回目となる「新入生
アンケート調査」を実施し、「大学

を選ぶ際に重視したこと」や「本学
への期待度」「本学でチャレンジし
たいこと」などについて尋ねました。
　ここではそのアンケートの結果の
一部をご紹介しましょう。まずは「本
学への期待度」。これは「普通」という
回答と合わせると、「期待している」が
90%以上にも達しました（図参照）。
　続いて、「将来の希望・進路」で最
も多いのは「公務員」で22.2%。次

いで「教育・学習支援関係」(11.4％ )
となっており、新入生の将来への希
望は極めて堅実で健全です。「語学
力を身に付けたい」「資格を取りた
い」という回答も多く、頼もしい限
りといえそうです。
　一方、「小説を書いて大賞を狙う」
と答えてくれたチャレンジャーも。
そのチャレンジ精神をぜひ忘れない
でほしいですね。もちろん、そこま

で旺盛なチャレンジ精神を発揮しな
くとも、学生時代だからこそ打ち込
めるボランティアや海外留学、サー
クル活動などに積極的に取り組み、
有意義な学生生活を過ごしてはいか
がでしょうか。
　保護者の皆様、お任せください。
私たち教職員は学生の皆さんが自分
の希望を実現するためのサポートに
ベストを尽くします。

本学への期待度
大いに

期待している
まあまあ

期待している

普通

あまり
期待していない

期待していない

無回答

0 5 10 15 2025303540（％）

本学への期待度
大いに期待している

まあまあ期待している

普通

あまり期待していない

期待していない

無回答

に聞きました!

「本学への期待度」「将来の希望・進路」etc.
新 入 生
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募 集 し て い ま す 学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの応募をお待ちしています。こちらにメールをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp

詩虹さんがテコンドーを始め
たのは高校1年生のとき。李

さんとテコンドーとの相性はとても
良かったようで、わずか数年でアジ
アテコンドー大会に出場するほどの
実力を身に付けました。
　実際、この3月に行われた全日本
テコンドー選手権大会では、個人で
型3位、組手3位、東東京代表の一
員として出場した団体で型2位、組
手1位という成績を収めました。さ
らに、4月に開催されたア
ジアテコンドー選手権大会
では個人の組手3位という
栄冠に輝いています。
　「稽古に通っている道場
では小学生の指導も担当し
ています。テコンドーは本
当に楽しい」と、李さんは
充実した顔で話します。
　また、大学ではみんなが
優しいので、通学が楽しみ

とか。「なかでもピアノや心理学の
授業を心待ちにしています」
　将来の夢は保育士になること。そ
れをかなえるために、すでに卒業後
の準備にもしっかり取り組んでいる
そうです。李さんの今後の活躍に大
いに期待しましょう。

（東京朝鮮中高級学校出身）

たちサイクリング同好会は埼
玉県から依頼を受け、「ぐるっ

と埼玉サイクルネットワーク構想」
の『自転車みどころスポットを巡る
ルート100』に関する調査に協力し
ています。その活動内容はルート
100を 実 際に走り、貸 与され た
GPS機能付き機器を使って走行
データを収集するというもの。実際
に走行してみた感想、意見を利用
者の視点から埼玉県へ報告すると、
それらのデータはサイクリングロー
ドの案内表示板の設置やサイクリ
ストに注意喚起するための路面表
示など、走行環境の整備に役立て
られます。
　この活動に参加した結果、新しい
ルートを発見し、多くの観光名所を
知るとともに、雄大な自然にも巡り
合うことができました。また、埼玉
県道路環境課と協力して事業の一
翼を担うことは貴重な経験となって

おり、今後もこの活動を通じて
多くのことを学びたいと思ってい
ます。 
　一方、埼玉県がサイクリストにや
さしい道路環境を整備すれば、自転
車は一層走りやすくなり、自転車事
故の減少に結実することも期待でき
ます。それはひいては観光促進にも
つながるはずです。私たちはそうし
た重要な任務を負っているのだと、
常に気を引き締めています。

　また、4月には警視庁のキャンペー
ンに参加し、交通ルールやマナー向
上を広める「モデルサイクリスト
チーム」としての委嘱状を受け取り
ました。

（私立本庄第一高等学校出身）

日本はもとより、アジアでも好成績

 テコンドー
李

リ

詩
シ

虹
ホ ン

さん
（社会福祉学部人間福祉学科2年）

サイクリストとして埼玉県や警視庁に協力

サイクリング同好会

吉澤卓也さん
（法学部法学科3年）

李 私
警視庁から「モデルサイクリストチーム」とし
て委嘱される（中央が吉澤さん）

アジアテコンドー選手権大会で個人の組手3位に

左のメダルと賞状はアジア大会で、右のメダルは全日本
大会でそれぞれ獲得 ロードレースに参加し、栄光を目指す。中央でトップを激走するのが吉澤さん

石垣島を訪れた際にパチリ日本語がとても流暢です


